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（
1
）預
金
残
高・貸
出
金
残
高
の
状
況

　

2
0
2
4
年
度
中
間
期
は
、
貸
出
金
は

堅
調
に
増
加
し
た
一
方
で
、
預
金
は
3
月

末
比
で
減
少
と
な
っ
た
（
図
表
1
）。

　

貸
出
残
高
は
堅
調
な
増
加
が
続
く
も
の

の
、
増
加
率
は
時
系
列
で
見
る
と
低
下
傾

向
に
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
に
迫
る
高
い
増
加

率
と
な
っ
た
22
年
度
以
降
、
家
計
の
住
宅

投
資
価
格
や
企
業
の
原
材
料
価
格
、
輸
入

品
価
格
等
の
上
昇
に
よ
り
必
要
資
金
が
増

加
し
、
比
較
的
高
い
貸
出
増
加
率
が
続
い

て
き
た
が
、
物
価
上
昇
ペ
ー
ス
の
低
下
に

よ
り
貸
出
残
高
の
伸
び
率
も
低
下
し
て
い

る
。
貸
出
金
利
の
上
昇
も
徐
々
に
広
が
っ

て
お
り
、
企
業
が
支
払
金
利
コ
ス
ト
を
抑

制
す
る
た
め
、
借
入
残
高
を
縮
小
す
る
動

き
も
背
景
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

預
金
残
高
は
3
月
末
比
0
・
6
%
の
減

少
と
な
り
、
コ
ロ
ナ
禍
以
降
の
堅
調
な
増

加
か
ら
減
少
に
転
じ
て
い
る
。
た
だ
し
、

例
年
預
金
残
高
は
上
期
の
増
加
率
が
低
く
、

下
期
に
大
き
く
増
加
す
る
傾
向
が
あ
る
。

全
国
銀
行
協
会
「
全
国
銀
行　

預
金
・
貸

出
金
速
報
」
に
よ
る
と
、
都
市
銀
行
は
21

年
度
以
降
、
上
期
は
預
金
が
減
少
し
た
後

に
下
期
に
大
き
く
増
加
し
、
年
度
を
通
し

て
み
る
と
堅
調
な
増
加
が
続
い
て
い
る
。

地
方
銀
行
で
は
こ
れ
ま
で
上
期
は
増
加
率

が
や
や
低
下
す
る
程
度
で
あ
っ
た
が
、
24

年
度
上
期
は
減
少
に
転
じ
て
お
り
、
都
市

銀
行
と
同
様
の
傾
向
と
な
っ
て
き
た
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
。
上
期
・
下
期
の
増
加
率

の
違
い
は
大
口
の
公
共
預
金
の
動
き
や
賞

与
・
支
払
い
等
の
季
節
性
に
よ
る
も
の
が

背
景
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
預
金
推
移
の

点
で
は
下
期
の
動
向

に
注
視
が
必
要
で
あ

る
。

　

一
方
で
、
今
期
は

地
方
銀
行
で
上
期
減

少
に
転
じ
た
ほ
か
、

都
市
銀
行
で
も
例
年

の
上
期
よ
り
も
減
少

幅
は
大
き
く
な
っ
て

お
り
、
上
期
・
下
期

の
変
動
要
因
だ
け
で

な
く
堅
調
な
預
金
増

加
傾
向
が
転
換
す
る

兆
し
も
見
ら
れ
て
い

る
。
高
齢
化
の
進
展

や
物
価
高
に
よ
る
実

銀
行
間
の
差
が
表
れ
始
め
た「
金
利
の
あ
る
世
界
」

2
0
2
4
年
度
中
間
決
算
に
み
る
地
域
銀
行
の
経
営
課
題

三
菱
U
F
J
リ
サ
ー
チ
＆
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

金
融
戦
略
室
長
兼
プ
リ
ン
シ
パ
ル

五
藤
靖
人

解 説

　
2
0
2
4
年
度
上
期
は
、
3
月
の
マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
の
解
除
や
7
月
の
追
加
利
上
げ
な
ど
、
金
融
政
策
の
変
更
が
続

い
た
。「
金
利
の
あ
る
世
界
」
が
現
実
に
広
が
る
一
方
で
、
物
価
上
昇
や
人
手
不
足
、
海
外
の
政
治
的
緊
張
関
係
な
ど
に

よ
り
実
体
経
済
は
厳
し
い
局
面
が
続
い
て
お
り
、
今
後
の
金
融
政
策
の
見
通
し
も
不
透
明
と
な
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、

地
域
銀
行
の
24
年
度
中
間
決
算
資
料
1・2
を
も
と
に
、
こ
う
し
た
経
済
環
境
や
金
融
政
策
の
変
化
が
地
域
銀
行
の
経
営
環
境

に
与
え
た
影
響
を
分
析
す
る
と
と
も
に
、
地
域
銀
行
の
経
営
課
題
に
関
し
て
考
察
す
る
3
。

ご
と
う
・
や
す
ひ
と　
三
菱
U
F
J

リ
サ
ー
チ
＆
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
金

融
戦
略
室
長
兼
プ
リ
ン
シ
パ
ル
。三

和
総
合
研
究
所
入
社
後
、旧
U
F
J

銀
行
総
合
リ
ス
ク
管
理
部
出
向
等
を

経
て
現
職
。当
社
入
社
以
来
、金
融
機

関
の
経
営
管
理
高
度
化
コ
ン
サ
ル
テ

ィ
ン
グ
等
に
従
事
。主
著「
地
域
金
融

機
関
の
将
来
経
営
計
画
」（
き
ん
ざ

い
）。

　

1　分析の対象とした地域銀行は、全国地方銀行協会または第二地方銀行協会加盟
行のうち決算短信を公表している99行とした。

2　本項中の図表は全て、全国地方銀行協会、第二地方銀行協会の加盟各銀行の決算
短信・決算説明資料等（99行単体ベース）、および全国地方銀行協会「地方銀行の
決算の状況」、第二地方銀行協会「統計資料（決算）」よりMURC作成。

3　2023年度決算に基づく分析は、拙稿「金利上昇で求められる地域銀行のALM・
プライシング管理の見直し」（金融財政ビジネス2024年7月8日号）参照。
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質
賃
金
の
減
少
が
個
人
預
金
の
減
少
要
素

と
し
て
懸
念
さ
れ
る
中
で
、
増
加
を
け
ん

引
し
て
き
た
法
人
預
金
の
増
加
も
物
価

高
・
人
件
費
の
上
昇
に
よ
り
陰
り
が
見
え

始
め
て
い
る
。
ま
た
、
金
融
政
策
変
更
に

よ
り
金
利
が
動
き
始
め
た
こ
と
で
、
預
金

者
の
預
金
預
け
替
え
や
、
投
資
へ
の
振
り

替
え
も
拡
大
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
地
域

銀
行
の
経
営
を
支
え
て
き
た
預
金
の
調
達

基
盤
の
変
化
が
大
き
な
経
営
課
題
と
な
り

つ
つ
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
後
段

で
も
再
び
触
れ
た
い
。

　

個
別
銀
行
で
見
る
と
、
3
月
末
比
で
預

金
が
減
少
し
た
銀
行
は
5
割
を
超
え
て
い

る
。
法
人
や
公
共
預
金
が
影
響
し
て
比
較

的
規
模
の
大
き
い
銀
行
で
減
少
し
て
い
る

傾
向
が
あ
り
、
全
国
地
方
銀
行
協
会
加
盟

行
で
0
・
9
%
の
減
少
で
あ
る
一
方
、
第

二
地
方
銀
行
協
会
加
盟
行
で
は
0
・
9
%

の
増
加
と
な
っ
て
い
る
。
地
域
性
の
偏
り

は
小
さ
く
、
首
都
圏
の
銀
行
で
も
減
少
が

見
ら
れ
る
。
ま
た
、
貸
出
残
高
は
約
7
割

の
銀
行
が
3
月
末
比
で
増
加
し
て
お
り
、

全
国
地
方
銀
行
協
会
加
盟
行
の
方
が
増
加

率
は
高
い
（
プ
ラ
ス
約
1
・
2
%
）。
特

に
九
州
地
方
の
銀
行
（
プ
ラ
ス
約
2
・

6
%
）
で
増
加
率
が
高
く
、
地
域
の
景
況

感
を
反
映
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
2
）損
益
の
状
況

　

地
域
銀
行
の
24
年
度
上
期
中
間
純
利
益

は
前
年
比
26
・
8
%
の
大
幅
増
益
と
な
っ

た
（
図
表
2
、
3
）。
マ
イ
ナ
ス
金
利
解

除
前
の
水
準
を
上
回
っ
て
お
り
、
こ
こ
10

年
間
の
中
間
期
で
は
最
高
益
と
な
っ
て
い

る
。
前
年
同
期
比
の
増
加
率
も
高
い
。

　

中
間
純
利
益
の
最
大
の
増
益
要
因
は
資

金
利
益
の
増
加
に
あ
る
。
貸
出
金
利
息
・

有
価
証
券
利
息
配
当
金
が
と
も
に
大
幅
に

増
加
し
て
お
り
、
金
利
上
昇
に
よ
る
利
回

り
の
改
善
の
恩
恵
を
大
き
く
受
け
た
決
算

残高
（兆円） 増減率 時系列増減率

2020
年度

2021
年度

2022
年度

2023
年度

2024
年度

2024/3末

2024/9末

2024/3末

2024/9末

預金

貸出金

402.7

400.4

313.9

317.3

-0.6%

1.1%

中間増減率

年間増減率

中間増減率

年間増減率

5.8%

9.6%

3.6%

5.0%

0.7%

3.3%

0.8%

2.4%

0.3%

2.1%

2.2%

4.6%

0.4%

2.2%

1.7%

3.3%

-0.6%

---　

1.1%

---　

16,045

6,149

18,836

3,141

21,643

13,842

7,826

-1,779

2,043

477

5,466

17,218

7,389

20,464

3,336

23,009

14,042

8,972

-1,272

1,806

577

6,933

7.3%

20.2%

8.6%

6.2%

6.3%

1.5%

14.6%

---

-11.6%

21.1%

26.8%

92.9%

74.7%

75.8%

69.7%

78.8%

68.7%

74.7%

53.5%

48.5%

52.5%

70.7%

92

74

75

69

78

68

74

53

48

52

70

2023年度中間 2024年度中間 増減率 増加行  （構成比）

5.1%

22.2%

23.2%

29.3%

20.2%

30.3%

24.2%

46.5%

51.5%

46.5%

28.3%

5

22

23

29

20

30

24

46

51

46

28

減少行  （構成比）

---

---

---

---

0.0%

---

4.0%

81.8%

4.0%

---

2.0%

---

---

---

---

0

---

4

81

4

---

2

赤字行  （構成比）

損益の増減分布（銀行数）損益（億円） うち赤字

貸出金利息

有価証券利息配当金

資金利益

役務利益

コア業務粗利益（※）

経費

コア業務純益（※）

債券関係損益

株式等関係損益

与信費用

中間純利益

（※）除く投資信託解約損益

2024年度
中間期増減率

（出所）各行公表資料等よりMURC作成、中間増加率は各年3月末と比較した9月末時点増減率、年間増加率は3
月末の前年同月比増減率。

〈図表1〉地域銀行の預貸金残高の増減分布

（出所）各行公表資料等よりMURC作成（一部非開示行を除く）

〈図表2〉地域銀行の損益分布状況

8,000

7,500

7,000

6,500

6,000

5,500

5,000
前年度
中間利益

資金利益 役務利益 他業務
粗利

経費 債券
関係損益

株式等
関係損益

与信費用 その他 中間利益

5,466

1,628
195

-458
-201

507

-237 -101

132 6,933

（億円）

（出所）各行公表資料等によりMURC作成

〈図表3〉地域銀行の損益増減要因分解
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と
な
っ
て
い
る
。
有
価
証
券
利
息
配
当
金

は
、
好
調
な
株
式
市
場
等
を
反
映
し
て
投

資
信
託
解
約
損
益
が
増
加
し
た
影
響
も
大

き
い
。
こ
れ
ま
で
の
決
算
で
は
、
主
に
海

外
金
利
上
昇
に
よ
る
資
金
運
用
収
益
の
増

加
に
対
し
て
資
金
調
達
費
用
も
増
加
し
て
、

資
金
利
益
の
増
加
は
小
幅
に
と
ど
ま
っ
て

い
た
。
今
中
間
決
算
で
は
、
主
に
円
金
利

の
上
昇
に
対
し
て
、
資
金
調
達
費
用
も
増

加
し
て
い
る
も
の
の
、
資
金
運
用
収
益
の

増
加
が
大
き
く
上
回
っ
て
お
り
、
大
幅
な

資
金
利
益
の
増
加
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

金
利
上
昇
局
面
で
、
決
算
損
益
の
足
か

せ
と
な
っ
て
い
た
債
券
関
係
損
益
は
、
依

然
と
し
て
赤
字
が
続
い
て
い
る
も
の
の
、

赤
字
幅
は
や
や
縮
小
し
て
お
り
、
前
年
同

期
比
で
の
増
益
要
因
と
な
っ
て
い
る
。
評

価
損
益
も
3
月
末
比
と
お
お
む
ね
同
水
準

と
な
っ
て
お
り
、
債
券
の
評
価
損
が
や
や

拡
大
す
る
中
で
、
株
式
の
評
価
益
増
加
が

カ
バ
ー
す
る
構
造
が
続
い
て
い
る
。
今
中

間
期
は
、
金
利
上
昇
は
短
期
金
利
が
中
心

で
、
長
期
金
利
の
上
昇
幅
が
比
較
的
小
幅

で
あ
っ
た
こ
と
や
、
地
域
銀
行
で
ヘ
ッ
ジ

取
引
や
金
利
リ
ス
ク
抑
制
の
手
法
の
活
用

が
進
ん
だ
こ
と
な
ど
か
ら
、
有
価
証
券
関

連
で
の
マ
イ
ナ
ス
影
響
は
限
定
的
で
あ
っ

た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

そ
の
他
経
費
の
増
加
や
与
信
費
用
の
増

加
、
株
式
関
係
損
益
の
減
少
等
の
減
益
要

素
は
あ
っ
た
も
の
の
小
幅
に
と
ど
ま
っ
て

お
り
、
資
金
利
益
の
増
加
が
粗
利
益
を
押

し
上
げ
、
そ
の
ま
ま
中
間
純
利
益
の
増
加

と
な
っ
た
こ
と
が
、
今
中
間
決
算
の
特
徴

と
言
え
る
。

　

中
間
純
利
益
の
増
益
行
は
約
7
割
で
、

資
金
利
益
や
コ
ア
業
務
純
益
の
増
加
行
も

ほ
ぼ
同
水
準
の
割
合
と
な
っ
て
い
る
。
減

益
と
な
っ
た
銀
行
は
、
資
金
利
益
の
増
加

が
低
水
準
で
あ
っ
た
り
、
投
信
解
約
損
益

等
の
減
少
、
与
信
費
用
の
増
加
な
ど
個
別

銀
行
の
要
因
に
よ
る
傾
向
が
あ
る
。

（
3
）金
利
上
昇
の
影
響

　

24
年
度
中
間
期
で
は
増
益
要
因
を
中
心

に
好
影
響
が
表
れ
た
金
利
上
昇
で
あ
る
が
、

今
後
の
追
加
利
上
げ
を
含
め
た
影
響
お
よ

び
対
応
を
検
討
す
る
上
で
、
改
め
て
同
中

間
期
の
金
利
上
昇
影
響
を
整
理
し
た
い
。

金
利
上
昇
に
よ
る
影
響
は
①
預
金
・
貸
し

出
し
等
の
利
回
り
の
変
化
②
利
回
り
の
変

化
に
伴
う
顧
客
行
動
の
変
化
③
利
回
り
・

残
高
に
よ
る
損
益
の
変
化
─
の
主
に
三
つ

の
ス
テ
ッ
プ
を
通
し
て
銀
行
損
益
に
影
響

を
与
え
る
。

①
預
金・貸
し
出
し
の
利
回
り
の
変
化

　

市
場
金
利
が
上
昇
し
て
、
預
金
や
貸
し

出
し
に
適
用
す
る
金
利
を
変
更
す
る
の
は

銀
行
自
身
で
あ
る
。
顧
客
と
の
交
渉
が
必

要
な
も
の
も
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
銀
行

自
身
が
ど
の
よ
う
に
預
金
・
貸
し
出
し
に

対
す
る
金
利
を
設
定
す
る
か
、
そ
の
方
針

を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

24
年
7
月
の
追
加
利
上
げ
を
受
け
て
、

預
金
・
貸
し
出
し
の
基
準
金
利
変
更
が
相

次
い
だ
。
最
も
重
要
な
指
標
で
あ
る
普
通

預
金
金
利
お
よ
び
短
期
プ
ラ
イ
ム
レ
ー
ト

2020/1 20/7 21/1 21/7 22/1 22/7 23/1 23/7 24/1 24/7

2020/1 20/7 21/1 21/7 22/1 22/7 23/1 23/7 24/1 24/7

ストック金利推移

新規金利推移

（％）

（％）

0.478

0.825

新規_都銀
新規_地銀
新規_第二地銀

ストック_都銀
ストック_地銀
ストック_第二地銀

0.646

0.667

0.795

0.934

1.003

1.000

0.869

0.768

0.880
0.834

1.1

1

0.9

0.8

0.7

0.6

1.1

1

0.9

0.8

0.7

0.6

0.5

0.4

※新規貸出金利は6カ月平均
（出所）日銀「貸出約定平均金利」よりMURC作成

〈図表4〉業態別ストック・新規貸出約定平均金利の推移



17 2024.12.26［木］　金融財政ビジネス　第3種郵便物認可

（
短
プ
ラ
）
の
引
き
上
げ
が
行
わ
れ
、
銀

行
の
金
利
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
が
本
格
化
す
る

「
金
利
の
あ
る
世
界
」
に
突
入
し
た
と
言

え
よ
う
。

　

た
だ
し
、
24
年
7
月
の
利
上
げ
を
受
け

た
金
利
引
き
上
げ
に
お
い
て
は
、
ほ
ぼ
銀

行
間
の
差
は
な
か
っ
た
4

。
普
通
預
金
金

利
は
都
市
銀
行
・
地
方
銀
行
含
め
て
全
て

0
・
10
%
（
プ
ラ
ス
0
・
08
%
）
で
統
一

さ
れ
、
短
プ
ラ
も
お
お
む
ね
す
べ
て
の
銀

行
が
プ
ラ
ス
0
・
15
%
の
増
加
幅
と
な
っ

た
。
金
融
機
関
に
よ
り
適
用
日
の
違
い
や

引
き
上
げ
後
の
短
プ
ラ
水
準
の
違
い
は
あ

る
も
の
の
、
今
回
の
追
加
利
上
げ
で
は
足

並
み
を
そ
ろ
え
た
引
き
上
げ
水
準
と
な
り
、

銀
行
間
で
の
金
利
競
争
的
な
環
境
は
生
ま

れ
て
い
な
い
。

　

こ
う
し
た
政
策
金
利
の
変
更
や
そ
れ
に

伴
う
金
利
の
引
き
上
げ
に
よ
り
、
預

金
・
貸
出
金
の
利
回
り
は
上
昇
し
て

い
る
。
日
銀
の
「
預
金
種
類
別
店
頭

表
示
金
利
の
平
均
年
利
率
等
」
に
よ

る
と
、
預
金
店
頭
表
示
金
利
は
既
に

マ
イ
ナ
ス
金
利
前
の
水
準
を
超
え
て

い
る
。
特
に
長
期
の
定
期
預
金
金
利

を
中
心
に
上
昇
し
て
き
た
が
、
7
月

の
追
加
利
上
げ
に
よ
り
普
通
預
金
金

利
や
1
年
未
満
の
定
期
預
金
金
利
等
、

地
域
銀
行
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
で

あ
る
預
金
金
利
も
上
昇
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
日
銀
の
「
貸
出
約
定
平
均

金
利
」
に
よ
る
と
、
国
内
銀
行
の
貸

出
金
利
も
上
昇
に
転
じ
て
い
る
（
図

表
4
）。
長
ら
く
低
下
が
続
い
て
き

た
ス
ト
ッ
ク
の
貸
出
金
利
は
23
年
半

ば
で
底
を
打
ち
、
24
年
に
入
っ
て
上

昇
幅
も
拡
大
し
て
い
る
。
こ
れ
を
支

え
て
い
る
の
は
新
規
貸
出
金
利
の
上

昇
で
あ
り
、
月
に
よ
る
変
動
は
あ
る
も
の

の
、
22
年
ご
ろ
に
底
を
打
ち
、
上
昇
傾
向

が
続
い
て
い
る
。
特
に
直
近
1
〜
2
カ

月
は
短
プ
ラ
引
き
上
げ
等
の
影
響
も
あ
り
、

上
昇
幅
は
大
き
い
。

　

貸
出
金
利
の
上
昇
傾
向
は
、
業
態
に
よ

る
差
が
大
き
く
、
ス
ト
ッ
ク
の
貸
出
金
利

上
昇
は
都
市
銀
行
に
お
い
て
特
に
顕
著
で

あ
る
。
都
市
銀
行
で
は
、
新
規
貸
出
金
利

が
早
く
に
上
昇
傾
向
に
転
じ
、
地
銀
（
全

国
地
方
銀
行
協
会
加
盟
行
）
の
水
準
に
近

づ
い
て
き
て
い
る
。
足
元
で
は
地
銀
、
第

二
地
銀
（
第
二
地
方
銀
行
協
会
加
盟
行
）

の
貸
出
金
利
も
上
昇
幅
が
拡
大
し
て
お
り
、

再
び
差
が
拡
大
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
都

市
銀
行
と
地
域
銀
行
の
貸
出
金
利
動
向
の

差
は
、
も
と
も
と
の
貸
出
金
利
水
準
や
市

場
金
利
に
連
動
し
や
す
い
貸
出
金
利
条
件

等
の
差
な
ど
の
要
因
に
加
え
、
行
内
の
プ

ラ
イ
シ
ン
グ
管
理
の
差
に
よ
る
要
因
も
大

き
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
銀
行
全
体
で
預
貸
金
利
上

昇
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
一
方
で
、
銀
行
ご

と
の
利
回
り
の
変
化
に
は
差
が
あ
る
。
地

域
銀
行
の
中
間
決
算
資
料
よ
り
、
各
行
の

預
金
・
貸
出
金
利
回
り
（
国
内
業
務
部
門
）

の
変
化
を
見
る
と
、
預
金
利
回
り
は
多
く

の
銀
行
が
前
年
同
期
比
プ
ラ
ス
0
・
02
〜

0
・
03
%
に
集
中
し
て
い
る
一
方
で
、
貸

出
利
回
り
の
変
化
は
、
前
年
同

期
比
で
低
下
し
て
い
る
銀
行
か

ら
0
・
1
%
以
上
の
上
昇
と
な

っ
て
い
る
銀
行
ま
で
幅
広
く
分

布
し
て
い
る（
図
表
5
）。
ま
た
、

貸
出
利
回
り
変
化
は
業
態
間
の

差
も
あ
り
、
地
方
銀
行
よ
り
も

第
二
地
方
銀
行
の
方
が
、
低
下

し
て
い
る
銀
行
や
低
水
準
の
上

昇
に
と
ど
ま
る
銀
行
が
多
い
。

　

貸
出
利
回
り
の
差
は
、
各
行

の
貸
出
金
利
水
準
や
変
動
金

利
・
固
定
金
利
の
構
成
等
に
も

影
響
を
受
け
る
が
、
行
内
の
プ

ラ
イ
シ
ン
グ
方
針
や
管
理
体
制

の
差
に
よ
る
要
因
も
大
き
い
と

考
え
ら
れ
る
。
市
場
金
利
の
変

化
を
適
切
に
反
映
で
き
る
プ
ラ

イ
シ
ン
グ
管
理
体
制
や
そ
の
運

用
状
況
が
、
こ
れ
ら
の
貸
出
金

利
水
準
の
差
、
ひ
い
て
は
資
金

利
益
や
銀
行
全
体
の
収
益
の
差

に
つ
な
が
る
時
代
に
な
っ
て
い

る
。②

利
回
り
の
変
化
に
伴
う

�

顧
客
行
動
の
変
化

　

預
金
・
貸
出
金
等
の
金
利
が

変
化
す
る
と
、
顧
客
は
取
引
の

貸出金利回り変化

地方銀行
銀行数

第二地方銀行

預金利回り変化

地方銀行 第二地方銀行

低下

不変

+0.01%以上

+0.02%以上

+0.03%以上

+0.05%以上

+0.07%以上

+0.10%以上

6

0

6

9

19

6

12

4

8

3

6

5

11

0

2

1

0

0

1

43

16

2

0

0

0

0

1

12

22

0

1

0

（出所）各行公表資料等によりMURC作成

〈図表5〉国内業務部門における預金・貸出金利回りの前年同期比変化

4　杉山敏啓「預金金利と短期プライムレートの引き上げ：追随率の相違から預貸金利の利差が拡大」（金融財政ビジネス10月17日号）
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見
直
し
を
検
討
す
る
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
。
一
般
的
に
金
利
上

昇
が
進
む
と
、
預
金
取
引
で
は
、

普
通
預
金
か
ら
よ
り
金
利
の
高

い
定
期
預
金
や
他
行
預
金
へ
の

預
け
替
え
が
行
わ
れ
た
り
、
投

資
利
回
り
の
獲
得
を
目
指
し
て

預
金
か
ら
証
券
投
資
へ
の
振
り

替
え
を
行
っ
た
り
す
る
な
ど
の

行
動
が
予
想
さ
れ
る
。
貸
し
出

し
取
引
で
は
、
繰
り
上
げ
返
済

や
借
入
金
額
の
縮
小
な
ど
残
高

を
圧
縮
す
る
動
き
や
、
低
金
利

の
う
ち
に
固
定
金
利
に
借
り
換

え
を
行
う
動
き
な
ど
が
予
想
さ

れ
る
。
こ
う
し
た
顧
客
の
取
引

行
動
の
変
化
が
銀
行
の
バ
ラ
ン

ス
シ
ー
ト
に
反
映
さ
れ
、
将
来

的
に
損
益
に
も
影
響
す
る
こ
と

に
な
る
た
め
、
金
利
上
昇
に
よ

る
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
変
化
を

適
切
に
把
握
す
る
と
と
も
に
、

将
来
の
見
通
し
を
行
う
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。

　

日
銀
「
預
金
者
別
預
金
」
に

よ
る
と
、
24
年
度
上
期
の
預
金

残
高
の
変
調
を
見
る
こ
と
が
で

き
る
（
図
表
6
）。
都
市
銀
行

も
含
め
た
国
内
銀
行
の
預
金
が

24
年
度
上
期
に
減
少
し
て
い
る
の
は
前
述

の
通
り
で
あ
る
が
、
公
共
預
金
が
例
年
通

り
上
期
に
減
少
し
て
い
る
こ
と
に
加
え
て
、

24
年
度
上
期
は
法
人
預
金
の
減
少
や
個
人

預
金
の
増
加
率
低
下
の
影
響
も
大
き
い
。

ま
た
、
預
金
科
目
別
に
見
る
と
こ
れ
ま
で

低
水
準
の
増
加
率
だ
っ
た
定
期
性
預
金
が

大
き
く
増
加
し
、
要
求
払
い
預
金
（
流
動

性
預
金
）
が
大
き
く
減
少
し
て
い
る
。

　

定
期
性
預
金
の
増
加
は
、
金
利
上
昇
に

よ
り
定
期
性
預
金
の
利
回
り
が
上
昇
し
、

魅
力
が
増
し
た
こ
と
で
流
動
性
預
金
か
ら

の
預
け
替
え
な
ど
が
発
生
し
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
こ
れ
ま
で
低
金
利
下
で
は
定

期
性
預
金
の
残
高
減
少
が
続
き
、
預
金
全

体
の
7
割
超
が
流
動
性
預
金
と
な
る
中
で
、

再
び
定
期
性
預
金
が
増
加
の
兆
し
を
見
せ

て
い
る
。
ま
だ
金
利
上
昇
が
小
幅
で
普
通

預
金
と
定
期
預
金
の
金
利
差
も
小
さ
い
中

で
も
こ
う
し
た
変
化
が
表
れ
て
き
て
お
り
、

今
後
さ
ら
な
る
金
利
上
昇
で
預
金
科
目
間

の
金
利
差
が
拡
大
す
る
と
、
顧
客
の
選
好

に
よ
る
取
引
行
動
の
変
化
も
さ
ら
に
進
む

可
能
性
が
あ
る
。

　

預
金
取
引
に
お
い
て
は
、
足
元
の
金
利

上
昇
に
よ
る
取
引
変
化
と
、
中
長
期
的
な

取
引
の
構
造
変
化
の
双
方
に
留
意
す
る
必

要
が
あ
る
。
こ
こ
数
年
間
堅
調
に
増
加
し

て
き
た
預
金
残
高
は
法
人
預
金
の
高
い
増

加
率
が
け
ん
引
し
て
き
た
。
個
人
預
金
は

増
加
が
続
い
て
い
る
も
の
の
、
実
質
賃
金

の
低
迷
や
人
口
減
少
、
高
齢
化
に
よ
る
預

金
の
取
り
崩
し
な
ど
に
よ
り
、
増
加
率
と

し
て
は
や
や
低
下
傾
向
に
あ
る
。
一
方
、

法
人
は
コ
ロ
ナ
禍
以
降
も
過
去
最
高
益
を

更
新
す
る
な
ど
、
高
水
準
の
売
り
上
げ
・

利
益
が
続
き
、
設
備
投
資
意
欲
は
強
い
も

の
の
、
手
元
流
動
性
や
内
部
留
保
が
積
み

上
が
っ
て
い
る
状
況
が
続
い
て
い
る
。

　

中
長
期
的
に
は
こ
う
し
た
動
き
が
今
後

も
継
続
し
、
さ
ら
に
そ
の
差
は
拡
大
し
て

い
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
三
菱
U
F
J

リ
サ
ー
チ
＆
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

（
M
U
R
C
）
で
実
施
し
て
い
る
「
中
長

期
預
貸
金
見
通
し
」
に
よ
る
と
、
個
人
の

実
質
賃
金
は
改
善
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
も

の
の
、
人
口
減
少
や
高
齢
化
に
よ
る
預
金

の
縮
小
は
避
け
が
た
く
、
個
人
預
金
は
30

年
前
後
を
ピ
ー
ク
と
し
て
減
少
に
向
か
う

こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。
日
本
全
体
で

の
こ
う
し
た
動
き
に
加
え
、
地
域
別
に
は

人
口
動
態
の
変
化
に
合
わ
せ
て
差
が
あ
る
。

「
中
長
期
預
貸
金
見
通
し
」
は
地
域
別
に

も
見
通
し
を
行
っ
て
い
る
が
、
首
都
圏
は

人
口
の
流
入
に
よ
り
一
定
期
間
の
預
金
増

加
が
見
込
ま
れ
て
い
る
も
の
の
、
地
方
圏

で
は
個
人
預
金
残
高
の
ピ
ー
ク
は
よ
り
早

く
到
来
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
、
既
に
減

科目別人格別6カ月前比
増減率 要求払預金 定期性預金

6.1%

7.8%

6.1%

0.8%

5.3%

-0.4%

4.8%

0.1%

4.9%

-2.4%

公共

15.7%

-7.0%

18.9%

-16.3%

34.7%

-17.9%

28.7%

-11.6%

18.0%

-12.6%

法人

4.6%

11.0%

3.6%

-0.3%

3.2%

-1.3%

5.5%

0.4%

5.5%

-1.1%

個人

2.0%

4.3%

2.8%

1.9%

1.9%

1.7%

1.0%

1.4%

1.2%

0.4%

預金合計

2.9%

6.3%

3.7%

0.1%

3.1%

-0.1%

3.7%

0.2%

3.0%

-0.7%

2020/03

2020/09

2021/03

2021/09

2022/03

2022/09

2023/03

2023/09

2024/03

2024/09

-2.5%

1.3%

-2.2%

-0.6%

-2.2%

0.5%

-0.2%

1.5%

-1.0%

5.1%

（出所）日銀「預金者別預金」よりMURC作成

〈図表6〉国内銀行における預金の6カ月増減率
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少
に
転
じ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
地
域
も

あ
る
。
特
に
地
方
圏
で
は
、
人
口
流
出
に

加
え
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
と
し
て
大
き
い
高
齢

層
の
預
金
残
高
が
、
相
続
に
よ
り
首
都
圏

に
流
出
す
る
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
、

預
金
残
高
の
地
域
偏
在
が
さ
ら
に
進
む
要

因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
う
し
た
個
人
預
金
の
減
少
を
カ
バ
ー

し
、
預
金
増
加
の
け
ん
引
役
と
な
る
の
が

法
人
預
金
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
企
業
業

績
の
回
復
が
続
き
、
企
業
の
資
金
余
剰
状

態
は
今
後
も
継
続
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ

て
お
り
、
預
金
全
体
に
占
め
る
法
人
預
金

の
割
合
も
上
昇
し
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
で
、
法
人
預
金
は
個
人
以
上
に
偏
在

が
大
き
く
、
企
業
規
模
や
地
域
性
に
よ
り

大
き
な
差
が
あ
る
ほ
か
、
24
年
上
期
に
減

少
し
て
い
る
よ
う
に
、
安
定
性
の
点
で
は

個
人
に
比
べ
変
動
し
や
す
い
点
が
あ
る
こ

と
に
は
留
意
が
必
要
で
あ
る
。

　

金
利
上
昇
に
よ
っ
て
、
預
金
の
利
回
り

が
変
化
し
、
残
高
も
変
動
し
始
め
た
こ
と

で
、
地
域
銀
行
を
含
め
た
多
く
の
金
融
機

関
で
預
金
に
対
す
る
戦
略
を
再
検
討
す
る

動
き
も
見
ら
れ
る
。
マ
イ
ナ
ス
金
利
下
で

は
、
預
金
の
低
利
安
定
調
達
の
優
位
性
が

縮
小
し
収
益
上
の
価
値
が
低
下
し
て
い
た

が
、
金
利
上
昇
局
面
に
お
い
て
低
利
調
達

基
盤
や
貸
し
出
し
と
の
利
回
り
差
に
よ
る

資
金
利
益
の
源
泉
と
し
て
再
評
価
し
た
上

で
、
中
長
期
的
な
安
定
調
達
基
盤
の
確
保

に
向
け
て
、
改
め
て
預
金
調
達
の
施
策
が

模
索
さ
れ
て
い
る
。
特
に
金
融
当
局
を
含

め
て
「
預
金
の
粘
着
性
」
と
い
う
考
え
方

が
注
目
さ
れ
て
お
り
、
人
口
減
少
で
新
規

の
口
座
獲
得
が
先
細
り
に
な
る
中
で
、
安

定
的
に
預
け
入
れ
が
継
続
す
る
預
金
調
達

を
拡
大
し
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

預
金
調
達
施
策
と
い
う
と
、
過
去
の
ロ
ー

ラ
ー
営
業
や
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
金
利
な
ど
が

想
起
さ
れ
る
が
、
粘
着
性
の
観
点
で
は
費

用
対
効
果
は
疑
問
視
さ
れ
て
お
り
、
自
行

の
預
金
構
造
や
預
金
者
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え

た
施
策
の
検
討
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
。

ま
ず
は
、
自
行
の
過
去
デ
ー
タ
等
の
分
析

に
よ
り
「
粘
着
性
の
高
い
預
金
」
の
特
性

（
例
え
ば
入
出
金
パ
イ
プ
の
確
保
や
貸
し

出
し
な
ど
総
合
取
引
の
あ
る
口
座
、
家
族

取
引
の
あ
る
口
座
等
）
を
把
握
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
ネ
ッ
ト
銀

行
な
ど
高
金
利
の
競
合
預
金
商
品
も
台
頭

す
る
中
で
、
地
域
銀
行
は
そ
の
強
み
で
あ

る
総
合
取
引
や
物
理
的
店
舗
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
活
用
し
な
が
ら
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
等

に
よ
る
利
便
性
向
上
な
ど
に
よ
っ
て
、
粘

着
性
の
高
い
預
金
、
す
な
わ
ち
金
利
競
争

等
に
さ
ら
さ
れ
に
く
い
預
金
の
確
保
を
目

指
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

③
利
回
り・残
高
に
よ
る
損
益
の
変
化

　

銀
行
の
資
金
利
益
は
残
高
と
利
回
り
の

掛
け
算
で
成
り
立
っ
て
い
る
た
め
、
金
利

上
昇
局
面
で
は
、
資
金
利
益
の
変
化
を
適

切
に
見
通
し
、
実
績
に
よ
る
残
高
・
利
回

り
の
要
因
分
析
や
見
通
し
の
修
正
を
行
い

な
が
ら
、
金
利
上
昇
へ
の
対
応
策
を
検
討

す
る
A
L
M
（
資
産
・
負
債
の
総
合
管
理
）

の
管
理
体
制
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
マ

イ
ナ
ス
金
利
下
で
は
A
L
M
施
策
手
段
が

限
ら
れ
、
銀
行
間
で
の
差
が
付
き
に
く
い

状
況
で
あ
っ
た
も
の
の
、「
金
利
の
あ
る

世
界
」
で
は
、
運
用
調
達
の
バ
ラ
ン
ス
シ

ー
ト
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
や
金
利
リ
ス
ク
テ

ー
ク
の
手
法
・
大
き
さ
に
よ
っ
て
銀
行
間

で
の
資
金
利
益
に
差
が
生
ま
れ
や
す
い
。

有
価
証
券
運
用
だ
け
で
な
く
、
預
貸
金
の

プ
ラ
イ
シ
ン
グ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
含
め
て
、

金
利
上
昇
局
面
に
合
わ
せ
た
A
L
M
体

制
・
運
営
に
見
直
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。
既
に
影
響
の
出
て
い
る
利
回
り

の
変
化
に
比
べ
て
、
顧
客
取
引
に
よ
る
残

高
の
変
化
は
今
後
の
金
利
上
昇
と
と
も
に

こ
れ
か
ら
本
格
化
し
て
い
く
と
考
え
ら
れ
、

こ
う
し
た
変
化
を
し
っ
か
り
と
捉
え
、
見

通
し
や
施
策
を
適
切
に
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し

て
い
く
A
L
M
運
営
が
喫
緊
の
課
題
と
言

え
よ
う
。


